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る感染制御チーム : Infection Control Team （ICT）の
果たす役割は非常に大きく，医療施設内での薬剤耐性
菌の伝播拡大防止に対応するなど，大きな役割を担っ
ています．また一方，感染症専門医 : Infectious Dis-
ease Physicianや専門薬剤師などで構成される感染症
診 療 チ ー ム : Infectious Disease Management Team
（IDMT）や抗菌薬適正使用支援チーム : Antimicrobial 
Stewardship Team（AST）による感染症症例の治療支
援も，的確な抗菌薬の選択投与などを行っていく上で



























































































































施設や研究所を結ぶGlobal Infection Prevention & Con-








お わ り に
1999年 3月に東北大学に着任して以来，継続して
取り組んでまいりました「感染症危機管理ソシアル
ネットワーク」についてお話しさせていただきました．
21世紀となった今日，多くの疾病のコントロール
が可能になってきているのに対し，感染症の分野では
依然として未解決の問題が山積しているのが現状で，
今や感染制御は世界中の全ての医療施設，そして社会
における最重要課題となっています．特に今後，感染
症に対しては，「人そして動物，環境を含む One 
Health Approach」という多面的な視野での対応が不可
欠となります．そのためには，AIなどを利用するこ
とで感染症に関してリアルタイムな情報の共有化をは
かり，医療関連施設・行政・地域社会がともに連携協
力し，人と人，組織と組織，地域と地域を結びつける
“感染症危機管理ソシアルネットワーク”のさらなる
充実を図っていくことが重要となります．
これまで，多くの方々との「ヒューマンネットワー
ク」が次々と繋がり，連携・協力していくことで，「感
染症危機管理ソシアルネットワーク」として発展し，
さまざまな成果を得ることができました．これもすべ
て，伝統ある東北大学医学部の一員として，多くの先
生方の御指導，御支援をいただいたからであり，あら
ためて感謝申し上げる次第です．
今後の総合感染症学／感染制御・検査診断学分野の
益々の発展を期待いたすとともに，東北大学医学部の
さらなる発展を御祈念申し上げます．
20年間，本当にありがとうございました．
